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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　応答性負荷サービスを電力供給ネットワーク（８）の可変物理パラメータ（ｆ）に対す
る公称動作値（ｆｎｏｍｉｎａｌ）を有する電力供給ネットワーク（８）に送達する応答
性負荷システムであって、
　リモートコントローラ（１４）と、
　近傍の１個または２個以上の関連付けられている電気負荷（６）の電気消費を制御する
ように適合している少なくとも１個の負荷コントローラ（１０）と、
を有し、
　各負荷コントローラ（１０）は、
　　電気供給ネットワークの可変物理パラメータ（ｆ）の定期的な計測用のパラメータ計
測装置（１７）と、
　　電気供給ネットワークの一過性の可変物理パラメータ（ｆ）の最近の計測値と物理パ
ラメータの公称動作値（ｆｎｏｍｉｎａｌ）との検出された差に応答して応答性負荷サー
ビスを送達するために、少なくとも１個または２個以上の関連付けられている電気負荷（
６）の電力消費を求め、調整させる電力消費コントローラと、
　　リモートコントローラ（１４）からコマンド信号（１４０）を受信するように適合し
ており、各コマンド信号（１４０）は１個または２個以上の関連付けられている電気負荷
（６）によって送達される応答性負荷サービスの量に対する調整値を表している第１の通
信装置（１３）と、
を有し、
　リモートコントローラ（１４）は、
　　電力供給ネットワーク（８）の可変物理パラメータ（ｆ）の定期的な計測用のパラメ
ータ計測装置（１７）と、
　　少なくとも１個の負荷コントローラ（１０）の１個または２個以上の電気負荷（６）
によって送達される応答性負荷サービスに対する調整値を求めるように適合しているアナ
ライザ（１８）と、
　　求められた応答性負荷サービス修正値を表しているコマンド信号（１４０）を少なく
とも１個の負荷コントローラ（１０）に送信する第２の通信装置（１３）と、
を有し、
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　各負荷コントローラ（１０）は、コマンド信号（１４０）を受信し、応答性負荷サービ
ス修正値をオフセットとして電力消費コントローラによって求められた電力消費調整値に
適用するように適合している、
応答性負荷システム。
【請求項２】
　オフセットは、負荷コントローラ（１０）によって、
　ｉ）電気供給ネットワークの可変物理パラメータ（ｆ）の計測値、
　ｉｉ）応答性負荷サービスを送達するように１個または２個以上の関連付けられている
電気負荷（６）の少なくとも１個の電力消費の調整をトリガする計測された物理パラメー
タの閾値（ｆｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）、または
　ｉｉｉ）１個または２個以上の関連付けられている電気負荷（６）の少なくとも１個の
電力消費の調整値の大きさ（％Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）、
に適用される、請求項１に記載の応答性負荷システム。
【請求項３】
　各負荷コントローラ（１０）は、新しい応答性負荷サービス修正値がリモートコントロ
ーラ（１４）によって送信されるまで、応答性負荷サービス修正値をオフセットとしてす
べての電力消費調整値に適用するように適合しており、
　前記応答性負荷サービスは修正が必要ないゼロ値を有することができる、請求項１また
は２に記載の応答性負荷システム。
【請求項４】
　各負荷コントローラ（１０）は、応答性負荷サービス修正値を、オフセットとして、所
定の期間、すべての電力消費調整値に適用するように適合しており、
　前記所定の期間は、少なくとも５分、より好ましくは３０分である、請求項１または２
に記載の応答性負荷システム。
【請求項５】
　電気供給ネットワークの可変物理パラメータ（ｆ）は、動作周波数であって、パラメー
タ計測装置（１７）は周波数モニタである、請求項１から４のいずれか１項に記載の応答
性負荷システム。
【請求項６】
　負荷コントローラ（１０）は、１個または２個以上の関連付けられている電気負荷（６
）に接続されている有線接続を有している、請求項１から５のいずれか１項に記載の応答
性負荷システム。
【請求項７】
　第１及び第２の通信システム（１３）は、無線通信状態である、請求項１から６のいず
れか１項に記載の応答性負荷システム。
【請求項８】
　応答性負荷サービスを電気供給ネットワークの可変物理パラメータ（ｆ）に対する公称
動作値（ｆｎｏｍｉｎａｌ）を有する電力供給ネットワーク（８）に送達する負荷コント
ローラ（１０）であって、
　電気供給ネットワークの可変物理パラメータ（ｆ）の定期的な計測用のパラメータ計測
装置（１７）と、
　電気供給ネットワークの一過性の可変物理パラメータ（ｆ）の最近の計測値と物理パラ
メータの公称動作値（ｆｎｏｍｉｎａｌ）との検出された差に応答して応答性負荷サービ
スを送達するために、少なくとも１個または２個以上の関連付けられている電気負荷（６
）の電力消費を求め、調整させる電力消費コントローラと、
　各々が応答性負荷サービス修正値を表しているコマンド信号（１４０）をリモートコン
トローラ（１４）から受け取るように適合している通信装置（１３）と、
を有し、
　負荷コントローラ（１０）は、コマンド信号（１４０）を受信し、応答性負荷サービス
修正値をオフセットとして電力消費コントローラによって求められた電力消費調整値に適
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用するように適合している、
負荷コントローラ（１０）。
【請求項９】
　オフセットは、負荷コントローラ（１０）によって、
　ｉ）電気供給ネットワークの可変物理パラメータ（ｆ）の計測値、
　ｉｉ）応答性負荷サービスを送達するように１個または２個以上の関連付けられている
電気負荷（６）の少なくとも１個の電力消費の調整をトリガする計測された物理パラメー
タの閾値（ｆｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）、または
　ｉｉｉ）１個または２個以上の関連付けられている電気負荷（６）の少なくとも１個の
電力消費の調整値の大きさ（％Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）、
に適用される、請求項８に記載の負荷コントローラ（１０）。
【請求項１０】
　各負荷コントローラ（１０）は、
　（ｉ）新しい応答性負荷サービス修正値がリモートコントローラ（１４）によって送信
されるまで、または
　（ｉｉ）少なくとも５分、より好ましくは３０分である、所定の期間、
　応答性負荷サービス修正値をオフセットとしてすべての電力消費調整値に適用するよう
に適合している、請求項８または９に記載の応答性負荷コントローラ（１０）。
【請求項１１】
　負荷コントローラ（１０）は、半自律負荷コントローラである、請求項８から１０のい
ずれか１項に記載の応答性負荷コントローラ（１０）。
【請求項１２】
　電力供給ネットワーク（８）の可変物理パラメータ（ｆ）に対する公称動作値（ｆｎｏ

ｍｉｎａｌ）を有する電力供給ネットワーク（８）に少なくとも１個の負荷コントローラ
（１０）の制御下で１個または２個以上の電気負荷（６）によって送達される応答性負荷
サービスを調整するリモートコントローラ（１４）であって、
　電力供給ネットワーク（８）の可変物理パラメータ（ｆ）の定期的な計測用のパラメー
タ計測装置（１７）と、
　少なくとも１個の負荷コントローラ（１０）の制御下で１個または２個以上の電気負荷
（６）によって送達された応答性負荷サービスに対する調整値を求めるように適合してい
るアナライザ（１８）と、
　求められた応答性負荷サービス修正値を各々が表しているコマンド信号（１４０）を少
なくとも１個の負荷コントローラ（１０）に送信する通信装置（１３）と、
を有し、
　求められた応答性負荷サービス修正値は、少なくとも１個の負荷コントローラ（１０）
によって求められた電力消費調整値に少なくとも１個の負荷コントローラ（１０）によっ
てオフセットとして適用されるように適合している、
リモートコントローラ（１４）。
【請求項１３】
　リモートコントローラ（１４）は、修正が必要ないゼロ値を備えている応答性負荷サー
ビス修正値を送信するように適合している、請求項１２に記載のリモートコントローラ（
１４）。
【請求項１４】
　電力供給ネットワーク（８）の可変物理パラメータ（ｆ）に対する公称動作値（ｆｎｏ

ｍｉｎａｌ）を有する電力供給ネットワーク（８）に結合されている１個または２個以上
の電気負荷（６）を制御して、電力供給ネットワーク（８）の可変物理パラメータ（ｆ）
の瞬間計測値とその公称動作値（ｆｎｏｍｉｎａｌ）との差に応答して１個または２個以
上の電気負荷（６）の電力消費を変更することによって応答性負荷サービスを送達する方
法であって、
　（ｉ）１個または２個以上の電気負荷（６）の近傍でそれらと通信している負荷コント
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ローラ（１０）及び別個にリモートコントローラ（１４）によって電力供給ネットワーク
（８）の可変物理パラメータ（ｆ）を定期的に計測し、
　（ｉｉ）負荷コントローラ（１０）によって検出された可変物理パラメータ（ｆ）の計
測瞬間値と公称動作値（ｆｎｏｍｉｎａｌ）との差に応答して、電力消費調整値を求め、
求められた電力消費調整値にしたがって少なくとも１個の１個または２個以上の電気負荷
（６）の電力消費を調整して、応答性負荷サービスをリモートコントローラ（１４）とは
独立して送達し、
　（ｉｉｉ）送達された応答性負荷サービスに対する応答性負荷サービス修正値をリモー
トコントローラ（１４）によって求め、
　（ｉｖ）求められた応答性負荷サービス修正値を表しているコマンド信号（１４０）を
リモートコントローラ（１４）から負荷コントローラ（１０）に送信し、
　負荷コントローラ（１０）は、負荷コントローラ（１０）に送信された求められた応答
性負荷サービス修正値に従って、電力供給ネットワーク（８）に送達される応答性負荷サ
ービスを変更する、
ステップを有し、
　求められた調整値は、負荷コントローラ（１０）によって求められた電力消費調整値に
負荷コントローラ（１０）によって適用されるオフセットである、
方法。
【請求項１５】
　（ｖ）負荷コントローラ（１０）によって、リモートコントローラ（１４）に１個また
は２個以上の電気負荷（６）によって提供される応答性負荷サービスの大きさについての
サービスデータ（１２０）を送信し、
　（ｖｉ）負荷コントローラ（１０）によって送信されたサービスデータ（１２０）を解
析して、提供される応答性負荷サービスの大きさの追従誤差を特定し、
　（ｖｉｉ）特定された追従誤差に基づいて、応答性負荷サービス修正値を求めて、送信
する、
ステップをさらに有する、請求項１４に記載の方法。


	header
	written-amendment

